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　日本人の個人主義の歪みによって，吾が国はその経済的発展とは逆に全地球的批判を受けてい
ます．今，医学の領域に於ても医道を見つめ直す必要があると多くの医師自身も考えています．
　医道とか医療が人間を対象としていることは当然でありますが，人間というものの認識には各
人各様の理解が為されている様です．しかしその共通項として次の様な定義付けが許容されるで
ありましょう．すなわち，人間はまず物体であり，意識を持った生物であり，そして自己の，ま
たは固有の意志を持った独立者であると同時に集団生活を営む社会人であり，更に一人で死に旅
立つ孤独な存在であるということです．この様に考えると医師である限り生物学的生命にとどま
らず，人生の総てを意味する生命に対する宗教的・哲学的な心情を持ち続けることを医道の原点
に据える可きであります．
　昔，医学・医療が未熟であった時代には，医療が主として聖職者によって行なわれていたこと
もあり術者の内省によって医の倫理は独自の立場で一人称の医の倫理として築かれていました．
　ところが医学が進歩し，人民のcivilizationが向上するにつれて多岐に亘る医療が職業として
定着することになりました．職業には種々のgenreがありますが聖職者，法律家，医師を含む
ものはprofessionと総称され，何れも高度の学問的素養を必要とする分野であります．　profess
という言葉は宣言するということですが，誰が何を誰に宣言するのか？　医療では職業結社であ
る医師会が不特定の社会または人民に対して医師の素養・資質を充分コントロールすることを
professしているのであります．現在ではこの様な解釈が医の倫理と考えられております．心の
貧しい金銭本位の国，偏差値競争の社会では特に医師が病人に対して利己的・営利的な立場をと
らない様に結社は厳に戒めている訳であります．
　また医師の功名心によって実施されるかもしれない人体実験を社会や市民はニュールンベルグ
綱領とかヘルシンキ宣言で限定しております．
　これ等は医師の職業結社と不特定の社会との相互契約であり三人称の医の倫理ともいうべきも
のであります．
　医師はこの法律ともいえる客観的な三人称で論じられる医の倫理を越えて未分化の時代に培わ
れた一人称の倫理を銘記すべきであることを強調したい．
　吾が国の現代の風潮の中に立上った新進の青年医師の内省の一助になれば幸である．
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